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救急台数・救急入院件数 

★緊急の受診依頼は随時対応しておりますので、 

    お困りの際は地域医療連携室までご一報ください。 

 

 

救急一般 
 

宮崎 百代 
Miyazaki Momoyo 

救急科対象疾患 

手術件数は毎年増加傾向で、平成28年には麻酔科管理件数が3500件を超えました。手術室は通常7室稼働して

おり、1室当たり約500件/年となります。この数字は、どの病院と比較しても勝るとも劣らないものだと自負しています。 

手術は定時手術、準緊急手術、当日緊急手術が、それぞれ60%、25%、15% 

の割合になっています。緊急列という枠を設けていないため、満室の状況でも飛び込み緊急の申し込みがあり、対応に

苦労することもありますが、各科Dr、オペ室スタッフの協力を得て対応しています。 

定時手術時間の延長や緊急手術などで、担当症例が変わることが多々ありますが、日頃からそのことを踏まえフット

ワーク軽く対応しています。 

 

 

 

精神科一般 
 

関口 直樹 
Sekiguchi Naoki 

 

 

特定看護師 
 

若月 優子 
Wakatsuki Yuko 

・日本精神神経学会精神保健指定医 

 

 

 

 

内科一般 
 

伊藤 涼 
Itoh Ryo 

 

 

腹部救急/小児一般 
 

板垣 亮平  
Itagaki Ryohei 

・日本内科学会認定医 

・日本医師会認定産業医 

・日本外科学会認定医・専門医 

・一般社団法人日本プライマリ・ケア 

 連合学会認定医 

・AHA-BLSトレーニングセンターファカルティ 

  AHA-ACLSコースディレクター 

・三学会合同呼吸療法認定士 
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救急科疾患の割合 末梢性めまい症 

誤嚥性肺炎 

尿路感染症 

脱水症 

敗血症性ショック 

下腿蜂巣炎 

横紋筋融解 

アナフィラキシーショック 

THE RENKEI 

救急科カンファレンス 

診療科 外科 眼科 形成外科 呼吸器外科 産婦人科 耳鼻咽喉科 循環器科 心臓血管外科 腎臓外科 整形外科 脳神経外科 泌尿器科 皮膚科 総計 

2016年 1108 10 3 312 324 142 0 195 14 692 102 347 20 3269 

2017年 1021 8 88 296 391 87 1 203 13 786 100 318 7 3319 

2018年 896 2 159 272 394 57 0 188 6 891 96 314   3275 

院長 
新見 能成   
Niimi Yoshinari  

～  麻 酔 科 の ご 案 内  ～ 

「断らない麻酔」をめざし重症な方から日帰り手術の方まで、患者さま、外科系診療
科のニーズに対応すべく、各患者さまの周術期リスクを評価し、起こりえる合併症、 

考えられる経過を本人、御家族へ説明し、手術を予定する外科医を徹底的に 

支える姿勢で麻酔を行っております。また、他の特徴として、手術麻酔に限らず、 

救急外来での診療や、急性疾患対応、各科へのコンサルト、緊急手術の場合には
迅速な手術室への入室など、急性期病院の中心的な役割を果たせるよう日々努め
ております。現在、手術室は6～7室稼働し年間3000件以上の麻酔管理を行ってい
ます。また、毎週土曜日に麻酔科術前外来を行っており、休日および祝日に入院 

される患者さまや重症合併症患者さまの術前コンサルトなどにご
利用いただいております。今後、手術室スタッフの充足とともに、稼
働部屋数を増室し、地域の皆様、外科系診療科へ、さらなる貢
献が出来るよう努力して参ります。 
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C館1階 地域医療連携室 TEL.03-3967-4275(直通) 

地域医療推進カンファレンスのご案内 【救急科】 

～当院における 

  救急科疾患治療について～ 

2019年 1月 28日（月） 

            19時30分～ 

土方  利之   

救急科 医長 

Toshiyuki  Hijikata   

信頼される麻酔科をめざして 

（4月～11月） 

 
 

本年もよろしくお願いいたします。昨今、少子高齢化に向
けた地域医療構想と病院の機能分化が急速に進められ
ていますが、板橋中央総合病院の役割は、これまで通り
急性期医療と救急医療を担っていくことです。しかし、国
の政策をみると、急性期医療を提供する病院はこれまで
以上に他の機能を持つ施設・病院やかかりつけ医と連携
していくことが求められています。そこでは、連携の量だけで
はなく、その質を変えていくことが重要だろうと考えます。今
後私たちは、一人一人の患者さまについて、「患者中心
の医療」を追求し、これをもとに円滑で迅速な連携を構築
することに全力を尽くして参ります。 

今後とも、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願いい
たします。ご要望がございましたらどんな些細なことでも 

構いませんので、地域医療連携室までご連絡ください。 

明けましておめでとうございます。 



 

 

通常外来紹介方法 

TEL.03-3967-4275(連携室直通) または  

TEL.03-3967-1181（代表） 内線：3152・3153 

※初診時から予約制の診療科と当日受付順の診療科がございます。 
 各外来の診療時間、担当医につきましては、外来担当医表をご覧ください。 

放射線科検査予約方法 

TEL.03-3967-1197（放射線科検査予約直通） 

※読影レポートを希望される場合は、基本的に3～5日で郵送いたします。 
 当日に検査結果【フィルム又はCD-R、読影レポート】を患者さまにお渡しすることも可能ですのでご予約の際にご相談ください。 

生理学検査予約方法 

TEL.03-3967-8786（生理学検査予約直通） 

※読影レポートを希望される場合は、検査の内容によってお届け日が異なります。 
 また読影レポートができる検査とできない検査がございますのでご予約の際にご相談ください。 

  

緊急のご依頼は地域医療連携室へお電話ください。 

患者様の受入れがスムーズに進むよう私ども連携室スタッフが対応させていただきます。 

当院での受入れが困難な場合は、状況により連携室スタッフが近隣のグループ医療機関へ 

コンサルトさせていただきます。 

      TEL.03-3967-4275(直通)         FAX.03-5914-3222 

緊急のご依頼について 

紹介方法・検査予約方法のご案内 

内科 
当番制にて呼吸器内科・消化器内科・循環器
内科が担当しております。 
【発熱、炎症反応、意識消失など】 

整形外科 
金・土・祝祭日夜間当直帯及び休日日勤帯は専
門医の常勤医師が診療を行っております。 

呼吸器内科 【肺炎、呼吸苦、SAT低下など】 呼吸器外科 【気胸、胸部外傷など】 

消化器内科 
終日緊急内視鏡対応しております。 
【腹痛、吐血、下血など】 

外科 
終日緊急手術対応しております。 
【消化管穿孔、イレウス、急性虫垂炎など】 

循環器内科 
終日緊急カテ対応しております。 
【胸痛、心筋梗塞、心不全など】 

心臓血管外科 
緊急手術対応しております。 
【大動脈解離など】 

腎臓内科 
【急性腎不全、水電解質異常（カルシウム、 
カリウム）など】 

腎臓外科 【アクセストラブルなど】 

泌尿器科 【腎盂腎炎、尿管結石、尿路感染症など】 脳神経外科 
終日緊急手術対応しております。 
【頭部打撲、脳出血、脳卒中など】 

血液内科 【悪性リンパ腫、急性白血病、貧血など】 産婦人科 終日緊急手術対応しております。 

～紹介患者さまお迎えサービス～ 

IMS〈イムス〉グループ 板橋中央総合病院 地域医療連携室 連携新聞 第110号  

開業医の先生方のご判断によりお迎えを必要とした、軽・中等症で救急車（消防庁）を要請する程でない患者さま
がいらっしゃいましたら、医師・救急救命士が同乗し当院の救急車にてご依頼頂いた医療機関までお迎えにあがりま
す。ご依頼の際は連携室スタッフにお申しつけください。 
※なお胸痛や脳卒中など、明らかに消防庁の救急車が必要な方は対象外になりますので予めご了承ください。 
※脳梗塞の疑い(発症から時間が経過している、歩行可能な軽度の麻痺など)の症状に対しては、お迎えサービスの対象となります。 
  急性発症の症状に関しては、消防庁の救急車を要請していただくよう、ご案内しております。 

      IMS〈イムス〉グループ 板橋中央総合病院 

〒174-0051 東京都板橋区小豆沢2-12-7 

TEL.03-3967-4275(地域医療連携室直通) FAX.03-5914-3222 E-mail.renkei.ibh@ims.gr.jp 


